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海南島と日本との協力関係構集調査レポート

はじめに

絹の道東京大学学生会は、いままで新彊ウイグル自治区、北京、上海といった地域への訪間が
主な対象であったが、今回、日中科学技術交流協会のアドバィスにより、海南島と日本の科学技
術協力体制構築の前段階として「感触Jをえるため、日本がどのような協力交流ができるかを「抽
出」するために、以下の箇所を訪関した。

訪間場所
□:海南大学

材料化学院

人文学部外国語学院

国際文化交流学院

B:海 南島海南省政府科学技術部ⅢЮSTl

国際協力局

□:海南省環境科学研究院

□3日本人会(中平光秋様)

□では、今回学生と同行された藤日畳久東京大学教授の基調講演があり、藤日先生の専門のリ
サイクル分野で海南大学、海南省が協力、交流できるのではないかという結論になった。
その他、大文学部 日本語学科や、国際交流学院と旅行学院の日本語を専攻している学生が日
本とのかかわりを強く希望しているので、学生同士の交流、卒業後の交流も大いに可能性があ
る。
□では、呉松副所長の前任が在 日本国中国大使館であったとぃぅことと、当時、日中科学技術交
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□では、海南省環境科学研究院を訪れ、海南島の環境問題の現状と日本の技術との交流の可
否を話あった。
□では、日本人で環境関連企業を海南島で経営する中平様に現場レベルでの海南島の環境問
題についてとアリングする機会を得、現地では、ここ十年の人口増加に比して、そのごみや下水
処理の能力が追いついていないので、日本の進んだごみ発電や汚泥ガス発電と言った、処理場
と発電所が一体となった先進技術の導入により日本が海南島に協力できる余地があるということ
であつた。

今回の訪間者は以下のメンバーであった。
団長:藤日豊久(東京大学工学系研究科教授)
研究担当:矢形朋由(工学系研究科)
学生交流兼通訳す湖|1隆則 (法学部3年)
学生交流:池知翔太郎 (教養学部2年)

以下、海南島の歴史、問題、ODA、 まとめという順で報告させてぃただく。



1:海南島について

海南島は中毒人民共和国最大の島である。海南省の大部分を占め、東西約 300 km、高北約
180 kmで、面積は32.200 km2。九州とほぼ同じ大きさの面積を持つ。広東省雷州半島から、寝州
海峡を決んで南方日立置する。北部湾と南シナ海に面する。
地勢は中央が高くて、周囲が低い。島の上には三列に主要山脈が走り、東北―西南の走向を

示し、平行にならんでいる。そのうち五指山が最も著名であって、中部南寄りに位置する。島の北
部には玄武岩台地が分布し、火出鑑も分布する。
海南島の大部分は20°N以 南に位置し、熱帯海洋モンスーン気候に属する。夏が長く冬が無

く、日射量は豊富である。海南島は台湾よりさらに暑く、夏の気温は摂氏 40度を超えることもしば
しばあり、冬でもめったに 15度を下回ることはなく、海抜の高いところだけが例外となっている。海
南島のモンスーンは乾期と湿気の区分が大変はつきりしている。93月 には東北風が吹き、48男
には南風が盛んに吹く。510

月の峰水量は年降水量の四分の三以上を占める。台風による雨は海日で全年降水量の20%
以上を占める。楡林では39%に もなる。降水は平均 1500mm以上である。しかし毎年十一月から
五月までは、事実上、島の大部分に降水がなく、深刻な水不足が発生している。
海南島のサンゴ礁は基本的には湾入してくる海岸の岬の鼻の両側に沿つて分布していて、多く

は玄武岩あるいは花筒岩の海岸傾斜面譲の裾礁である。
海南島は中国有数の広さの森林を有し、森林面積が48万 いo、蓄積畳 3600万血3でぁる。海南

島はマングローブ林の中国での生長範囲の南端でもある。密生した矮林を形成し、高さ45m、
最高で 1015mに 達し、組成種郷 1618種 に上る。海南島東部の清開港と雷州半島の内湾や
ラグーンは、中国の天然マングロープ林が最も繁茂している地方である。頭花植物は2∞ 種(中
国の植物資源の七分の一)存在すると言われ、熱勘 資源の宝庫で育種の基地でもある。海南
大学は生物資源の研究で有名である。

第二次世界大戦後、共産主義陣営で唯一ゴム生産に適した場所であったため、海南島では52
年以降ゴム開発がすすめられた。また、ヨヨナツキャンディーを始めとして多くの椰子の関連製品
の生産は最も成功した。現在では、ゴム、バナナ、ヨショウ、油ヤシ、コヨヤシ等熱帯商品作物を盛
んに産出する。

海南島西部昌江県には中国人大露天堀鉄鉱の一つである海南鉄銅(石穣鉄鋼)を有する。海
南島は鉄・錫・金銀等の鉱産資源が豊富であるが、特に回独山・石除出の赤鉄鋼・磁鉄鋼は、い
ずれも低燐・低銅`硫黄分痕跡程度が極めて少なく、優れている。
海南島は中国の最も人気の高いツプート地の一つで、温暖な気候と南国風の植物によって『中

国のハフイ』とも称される。特に海南島第二の都市熱帯に属する三亜周辺の海岸は風光明媚とし
て知られ、年中海水浴が可能であることから、中国全土、ロシア、韓国、日本からの観光客が年間
約七百万人訪れる。三工からは草で一時間以内で黎族吉族自治州にたどり若くことができ、これ
も潜在的な観光資源と考えられている。
海南島は古来より良質の真珠を産することから珠崖と呼ばれ、中国本上の王朝にもその存在を

知られていた。先住民族は黎族であり、現在人口約百万人。海南島に移住してきたのは約一万
年前と言われている。その他に漢人によつて大陸から道れてこられた苗族が人万人ほど山地に点
在して住んでいる。中国の王朝は海南島を辺境社会とみなし、大隆から派遣した軍隊によって守
らせ、行政官によって支配させた。三国時代には郡が置かれ多くの漠民族が北部沿岸地区に移
住した。後漢時代の封建統治定着で大隆関係が密になり、540年に隋の支配下に入つた。漬痛
の地とされ、文明圏の外側と考えられた海南島は流刑地となり、唐代の李徳裕や宋代の蘇東敬
(蘇翰 も流された。鑑真も第五回渡海の際に難破してたどり着いたとの記録が『唐大和上東征伝』
に記されている。
明代の海南島の人口は22万人とされる。16世紀に明朝が崩壊した際、最初の漠族の海市へ

の大量移動が起こった。数万人の敗残招聘が福建や広東の北東部から、刀ヽ舟に乗って海南島の



北東部の荒地に逃げてきた。彼らは島にいた少数集団の苗族や多数集団の黎族を山地に追い
やつた。彼ら移民たちは、福建南部の関南土を話したが、これがやがて変化し、海南語として知ら
れる、この島の基本方言となった。

選駆繁諮 含課願ン .海章洋最母親誘好竜夢馨蠣畜ツ好務が、海南の文昌や付近の県から東南アジアに渡
つた若者たちも、タイやブェトナム、マレーシアやインドネシアに中国人街をつくった。国民党は以
前の三朝と同様、軍隊を駐留させると同時に退役軍人をもって平和を維持させた。

劇 経署み密議諌 轡善鍛 橿
客督整秀雷駐鞄 意喬臨

雛 そ野財輔襲鑽賛牲橋
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/級の輸送船が入港できる港を建設した。また、鉄
鉱区と港を結ぶ五十キロメートルの鉄道を建設、

1鉄整蜜た漁婚

の間に、砲 万トン以上の高品
質の鉄鉱石を石確から日本へ輸送し、戦時の卸

軽ン謝ン鰈 翻瞬輛 撼
1980年代に広東省のその他の地域の改革開放が進んでも、海南島は比較的閉鎖的で後進地

域にとどまっていた。1981年に始まつた第六次五カ年計画では海南島の交通、通信のインフラス
トラクチャに関する予算が大幅に増額された。この計画の開始までには主要国道の舗装も終わっ
た。鉄道も人所から三亜まで延長され、人所港は近代化され、同時に二万トン級の船を数隻扱う
ことができるようになった。海日の新しい飛行場は、滑走路が二千五百メートルに拡張され、百五
十人乗りの旅客機が離着陸可能となり、香港、シンガポールなどを結ぶ国際線への運航も始まっ

梁雑練認矛魯分梁醍総
セント雖激稲誓投湯路認験だ畳管

程 鼎 鱗 軽犠ン 戦
景誰圏畳然森経転柔桑量臨 て

ン鶴躍戦畢製艦謗緊護課ン ｀
、(世界経済フォーラムのアジア版)が開催されて

いる。この会議は2001年に胡錦濤国家主席を始めとする中国政府の主導で誕生した。スィスで
毎年開催されているダボス会議のアジア版を目予
NGO代 表などが集い、アジアや世界の経済、金融
が行われている。2009年は「経済危機とアジア:拐
に関する議論が行われた。福日前首相やブッシ=
―ン・リカバリー:成長に向けたアジアの現実的な選択肢」というテーマが掲げられ、低酸蒸経済に
ついての議論が行われた。
現在絹の道東京大学学生会では、ボアオ・アジァ・フォーラム秘書室高級紹監の地位にある

警
肋驚驚鰍疑配辮 津協繁梃転秋覇鮎響義瑠甲

文責 :池知期太郎



2:ODA

今回の海南島への訪間で学んだことで最も大きかった中の一つは、日本の0め がヽ使われてい
る現場を実際に目で見てきたことである。以下、グラフや写真を変えながら日本の対中0ら のヽ概
況、海南島で見たODAの 実態と今後のあり方を述べる。

2■ 日本の対中ODAの 概況

日本のODAは 円借款等の有償資金協力、無債資金協力、技術協力の三つに分類される。対
中国 OEIAは 、このうち円借款等の有償資金協力が中心であり、主に国際協力機構 (IcA)が 担
当している。中国は、日本が二国間援助の累積総額で最も援助している国であり、額は2007年
末までで円借款等の有償資金協力 3兆 2079億 円、無償資金協力 1472億 円、技術協力 1505
億円にのぼる。多国問援助と合わせると、約 6兆 日の ODAを 行っている。
日本政府は中国へのODAに 関して、中国はもはや発展途上国ではないとの理由により、円借

款と無償資金協力に限り2008年 度の援助を最後に打ち切るとした。しかし、現在でもアジア開発
銀行を経由することにより対中援助は続いている。以下は日本の対中国円借款の推移であるが、
2000年 度をピークに額が減少している。

22:海 南島で見た00Aの 実態と今後のあり方

外交戦略としての円借款の意義は、主に相手国の自立援助、国際協調、日本企業の進出を容
易にすること、そして軍事貢献の代わりに経済的に貢献すること等が挙げられる。我 が々海南島
で見てきたところでは、巨額の日本の円借款が使われているのだが、そこに十分といえる数の日
本の人材がいなかった。海南大学でいえば、せいぜい日本語教師2人 である。海南島にoDA
を援助するということは、そこが日本にとつてある程度利害があるはずであり、であるならば当然十
分な人材を配置するべきである。現在のODA外 交戦略に不足点があるとするならば、まさに人
材不足ではないかと感じた。実際に目で見てきて、援助した金額伸応の人材の有無がこれまで日
本が中国に投じてきた巨額の ODAを 生かすか無駄にするかを決定する。一人の日本国民として、
決して無駄にしてはならないと思つた。巨額のOIIAを 投じている以上、それを長期的に両国のた
めに生かす責任が伴う。ODAは 日本国民の税金である。であるならば、「oDAと 人材」はセントに
して戦略を立てる必要がある。決して切り離して考えるべきではない。そうでなければ「誰のお
金 ?」となり、日本の税金が有効に活用されず日中関係促進の効果が薄くなってしまう。
また、海南大学の日本語学科の学生と交流する機会があったが、彼らの日本に対する熱意は相

当なもので、誰もが日本に憧れを持っていた。彼らが日本語を専門に勉強しなけれrや佳らないこと
を差し,|いても、日本からこれはど離れている海南島で日本熱が盛んであることに驚いたとともに、
大変嬉しく思った。また我々の滞在中に海南省全ての大学の日本語学科が集まり日本語演劇大
会が開催され、立ち見も出るほどで大盛況であった。これらの理由はやはり日本のODAに あるの
ではないかと考えざるを得なかった。円借款で建設されたあるいは建設中の建物の前に「日元代
萩項目」と書かれた大きな看阪が掲げてある。大学生は毎日看板を見て登校するわけである。こ
れが大学生の潜在意識の中に、日本に対する感謝・檀れの思いが形成されていると確信した。そ
して現在、海南大学に中日友好交流中心が建設中である。アメリカでもなく、イギリスでもなく、オーストラリアでもなく、日本である。日中関係前進の象徴的プロジェクトであり、大きなチャンスであ
る。日本はこのチャンスを逃すべきではない。建物を建てて終わりではいけない。建設後は長期
的な視点で人材戦略に移るべきである。
今回の海南島訪間で得た教訓は、実際に現地へ足を運ばなければ、日本にとって真に必要な

戦略は立てられないことである。我々学生が国際的な規模で初めてそれを実感でき、今後の活動
そして将来に生かすことを心に銘記した、大変有意義な海南鳥訪間であった。



図2-1:日 本の円借款で建設中の教学棟(殉成予想図)
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図2-2:日 本の円借款で建設中の中日友好交流中心(完成予想図)

図2-3:建 設中の中日友好交流中心の前で

文責「成ブ隆則



3を海南島の科学技術について

3‐1:歴史

1980年代に中国国家の重点テーマのひとつとして、海南島の開発計画が策定された。そして、
1985年から約 3年 で、中国国家科学技術委員会が窓日となって、国家計画委員会国土局、広
東省国土庁、海南行政区中日合作編成総合開発計画弁公室と日本の外務省が協力して海南島
の開発計画が調査された。調査項目は以下のとおりである。
□海南島の一人あたりQWを 全国平均レベルに引き上げる
□経済特区を形成し、インフラを整備する

このような計画のもと、海南島は1996年 から1998年 の間に観光特区と経済特区になった。
規模的には国内最大の経済特区である。

3‐21目標
このような歴史のもと、海南島はさまざまな分野で国内有数の目標を掲げらることとなった。近年
(2009年から2年間)では、具体的に海南省人民政府と中国科学院は海洋産業、医薬産業、農業、
生態系保r・Fと空間物理の面で18のプロジェクトがおこなれることになり、中国核工業集団公司は、
海南省の昌江に2011年着工、2016年運転開始の原子力発電所の計画をしている。さらに中国
国家航天局は新しい行星発射センターの建設を文昌に予定しており、2014年 には最初のロケット
が打ち上げられる予定である。このメリットは赤道に近いために静止llL道上に衛星を載せやすぃ
ことと天津の宇宙工業団地からのロケットが海上輸送できるため、大型のロケットも発射可能となる。
この衛星発射基地に隣接する形で約 700万平方メートルの宇宙開発テーマパークが建設される
予定である。

図3-1(海 南島旅行会社 HPよ り) 図3-2(中 国国家航天局関連 HPよ

図3-3(海 南省環境科学研究院訪問) 図3-4(海 田市海岸)



3‐3現状:

上記のように海南島では国家プロジェクトとして国家の後押しにより、交通インフラ、通信手段、電
カエネタレギーに富む中国有数の発展地域へと変化した。よって、海南省の CDPは 省成立当時と
2007年の比較では21倍の 1200元になり、地方財政収入は70数倍の 150億元になり、都市部
住民の収入は 115倍 の 1万 900元なり、農民の収入は76倍 の3842元にJIS加した。
よつて、このような急速な発展により都市や周辺の農村でも以下のような問題がおきている。
□:排水による水質汚染、環境汚染
□:ごみの増大による水質汚染、環境汚染
□:□、□による処分場の問題

交通網、交通手段の発達による大気汚染

人口増加や生産拠点の拡大によるエネルギー不足問題
人口増力「と水質汚染によるん水不足問題

□

□

□

課題 :

上記の□～□の問題について述べる。

まずは上記資料は人口に対して CODと S02の排出割合を示している(筆者が生データを加工)。
CODが 多いとごみが多いこと正の相関があり、S02が多いと有害物質が排出されていることと正の
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つまり、海南島はごみが多く処理しきれていない省に類別され、たいして新彊ウイグル自治区は、
有害汚染物質が多い省に類別されることをあらわしている。以下□から□について述べる。
□の排水による水質汚染については、リゾート地である三正市の都市に一番近いビーテはインド
のボンベイのビーチのようにごみや排水による汚れた海水と同等で泳ぐ気がしなヤヽほどである。し
かし、国が資金を投じ、国家的に管理しているリゾート的ビーチでは世界の有名なビーチと伍して
いけるほどのレベルまでもう少しというところまで来ている。課題はいかに人日に見合つた下水処
理場を建設運営するかである。
□のごみによる汚染であるが、ごみ処理場の不足によって山や海が投案の場所としてターゲント1こ
されているのが現状である。課題は人口にみあつたごみ処分場の建設運営であろう。
□については、下水処理場、ごみ処分場とも日本のシステムを応用することで最適な処分、リサイ
クルシステムができあがると感ずるので、日中協力で推進すべき課題だと思われる。
□については、道路の整備はできているが、鉄道の整備は遅れていると感ずる。道路には排気ガ
スがまかれるので環境に良いとはいえない。日本の鉄道システムを応用することですばらしいツゾ
ート地が出きあがるものと感ずる。
□については原子力発電所の建築計画があることと、日本で言う新エネルギーの導入も進んでい
るので、問題解消となるであろう。しいてあげると日中共同で太陽光発電所を建設するなどのパラ
ダイムも必要であろう。
□水問題については、国内の他の省に比べては良い方であるが、水質が年々悪化しているので、
質の問題がおきな課題となるが、下水処理場の整備と海水を真水に変えるシステムの導入が解決
策となる。そこで問題は電力問題であるが、□の対応で対処可能と判断する。

今後:海南島には中国科学院附属の研究所中国科学技術部附属の研究所、海南省科学技術庁、
中国国家発展改革委員会があり、海洋研究基地の集積、自然資源の研究所の集積がなされてき
ている。また、今後の予定として約 40億 元を重点エネルギープロジェクトに投入する計画があり、
太陽エネルギー、ごみ焼却発電、風力発電、メタンガスプロジェクトなどの新エネルギーヘの投資
が含まれている。り しヽ、新エネルギーを含む関連技術の入り日と出日の環境技術では日本が世
界をリードしているので、日本としてはアジアの自然を守るという目的で、それらの機関と協力して
V くヽことが必要であろう。

補足(日本との関係),
1985年 に ODA関 連で日本と海南省に関係ができ、2003年 に当時の三階俊博議員の訪間団と
の関係、さらに2005年 に未来工学研究所顧間の有馬朗人(元文部大臣)氏の日中科学技術政
策高級レベル会合への参加などがある。今後は実務者レベルでの協力、交流が必要ではなかろ
うか。

図3-5(三 亜市のビーチ) 図3-6(海 南島の自然)

文責 :矢形朋由



まとめ(政治家用)

第二次世界大戦中昭和 18年 に、平野義太郎は張維漢に言及して海南島の重要性について次
のように指摘している。「海南島の軍事的重要性については、蒋介石の軍事専門家、張維漢が支
刃F事変の始まる直前、即ち、昭和十二年・民国二十六年七月五日、慮溝橋事件の勃発する直前
の出版にかかる「海南島」がこれを指摘している。いかなる国でも、この海南島を得れば南支那海
の制海権・待U空権を掌握するばかりでなく、日英米の大平洋戦争において日本が海南島を掌握
すれば、米国艦隊が南洋へ赴くことを制圧しうるし、フランスに対しては、広州湾・海防・西貢の連
絡を遮断すると(張維漢「海南島J(民国二十六年七月五日発行)第

一編第二章「海南島の東洋に
おける重要性J),

時代情況は当時とだいぶ変わつたが、海南島の基本的重要性は変化していない。海南島によ
って南シナ海の制海権を得た中国は、実際にスプラトリー諸島の領有を主張している。南シナ海
の領有権を主張するために海南島の位置は非常に重要なものとなっている。(スプラトリー諸島は
海南省に属するとされる。)2010年 1月に突タロ中国政府は海南島のリゾート開発を促進するよう指
令を出した。これは軍事施設への補給のために重要な落湾設備、鉄道、空港を、経済効率を度
外視しても進めるための目くらましとも分析されている。
2001年 には中国軍の戦闘機と空中接触した米海軍の電子偵察機が空港に緊急着陸した、海

南事件も起きている。軍事以外でも海南島の重要性は高い。気温の年較差の小さく、農地は一
年

中作物を植えることができ、二毛作や三毛ヤ■も多い。食糧作物と経済作物の栽培面積も広く、稲
や小麦、芋類サトウキビ、アナ類。果物も多く、パイナップル、マンゴー、バナナ、スィカが出荷され
ている。海南島は中国全上で最もゴムの生産に適した地域であり、椰子産業も強くコヨナッツキャ
ンディーで有名である。熱帯林の植物分布であるため、植物種が約 4000種 と豊富で、中国の植
物資源の七分の一を占めている。そしてその半数以上が薬材種とされる。動物資源も豊富で、21
種の固有種を有する。鉱物資源も石除鉄鉱を始めとして幅広く産出し、中国全上で埋蔵が確認さ
れている鉱産物のうち、三分の一程度が海南省だけで利用開発できる。山地に居住する先住民
族である黎族などの伝統芸能も潜在的な観光資源とされる。中国政府は今年 1月 に「今後十年
で海南島を世界一のリゾート地にするJと宣言しており、軍事上の戦略とも相まって、この地で投資
が進むことは確実である。
このように海南島は中国にとって台湾に匹敵する重要性を持つ島であり、確かに現在 日本での

知名度は高くなく、成田から海日まで直接の航路もないが、今後50年 で間違いなく日本の政治外
交経済上最も重要な地域の一つになるだろう。二週間弱海南島に滞在した限りの経験から言え
ば、住民は中国本土より穏やかかつ規切で、一般に日本に対し乱 好感情を持っているように見
受けられた。これには日本政府から円借教で出されたoDAも 関係しているものと思われる。しか
しの Aは これを最後として打ち切られてしまった。現地人も大変残念に感じているそうだ。海南
島には日本人が少なく、人的交流はあまり進んでいない。これまでの投資を無駄にしないために
今後とも経済的・人的両面で交流を統けていくことが肝要だろう。
さらに、海南島ではボアオアジアフォーラムという国際会議が開かれている。この会議は2001年

に胡錦溝国家主席を始めとする中国政府の主導で誕生した。スィスで毎年開催されているダボス
会議のアジア版を目指してしている。各国首脳、大企業経営者、学者、NGO代 表などが集い、ア
ジアや世界の経済、金融、投資、国際協力、環境問題などに関する討議が行われている。2009
年は「経済危機とアジアリ【戦と展望」というテーマが掲げられ、金融危機に関する議論が行われ
た。福田前首相やブッシュ前大統領が参加。2010年 4月 lo日 には「グリーン・リカバリー:成長に
向けたアジアの現実的な選択肢」というテーマが掲げられ、低酸素経済についての議論が行われ

どこぱ軽裏寄登S景戦争
め卒繁房策璃逢畢場総選緞 錨百曇箕



まとめ(大学用)

海南大学は中国の全大学の中で 10本 の指に入る広い面積を持っている。正門から入るとまず 目
に入るのは大学の格言が刻まれた岩であり、その後ろに広々と道路がつながっている。これだけ
広い構内なので歩き回るのはさぞかし大変だろうと思ったが、ここには榛内専用バスがあり、学生 ,

教職員の重要な足となっていた。しかもバスは電気で動く無公害バスであり、全く排気ガスを出さ
ない。街中に多く走っている電気バイクを見ても感じたことだが、中国は日本よりも環境対策が進
んでいる部分は数多くあるのではと思った。大学樟内にバスを走らせることができるのは、大学の
面積が広いこと、道幅に余裕があること、そして何より校舎や寮・宿合が広い構内に計画的に整然
と建設されていることが考えられる。

中国の大学は全寮制であるが、海南大学も構内面積の多くを寮・宿合が占めていた。大学内に生
活するためのものが全て揃っており、校外へ出る必要はない。数万人が居住する一つの町あよう
である。日本の大学と比べて、中国は学生生活と大学の一体感が感じられた。学生による各種イ
ベントも盛んに開催されており、日本語演劇、日本語スピーチヨンテスト、弁論大会、ヨンサートな
ど多1岐にわたっていた。毎朝通学時間は数分から10分あれば足り、朝の授業は7時 40分から
始まる。夜の最も遅い授業は9時 20分に終わる。長い時間にわたるのは、教室の数が足りない
のが原因の一つであるようだが、人と同様に朝の早い国家が発展する様子を見ることができた。因
みに、海南島での宿泊は全て海市大学の校内であったため、我々も海南大学の一

員のような気
持ちで滞在していた。

教室の数を増やすため、日本の円借款で新しく校合が建設されていた。既に使われている校合
の中にも日本の円借款で建てられたものがあり、全ての教室にプロジェクターが完備され、精子や
机も丈夫でしっかりしていた。また、中日友好交流中心も円借款で建設途中であり、写真はそこに
掲げられていた看板「中日友好日元貸款項目Jである。日本の援助が現在進行形で使われてい
る状況を目に見える形で捉えることができたのは貴重な経験であり、改めてoDAの 問題とその責
任を考えるきっかけになった。
今回の訪間には工学系研究科の藤田豊久教授に同行していただいたが、訪間各機関の歓迎は
盛大なものであった。東京大学からの初の来訪ということもあったであろうし、藤田教授のプレゼン
テーションも盛況で、終了後も活発に質疑応答や交流が行われた。海南大学の研究施設も見学
した。海南大学の校長にお会いする機会もあり、校長は東京大学に留学経験を持っておられた。
清華大学の教授も兼任されている。東京大学と海南大学の学術協力も、東大如何では可能であ



ろう。
学生レベルでは、海南大学の主に日本語学科の学生と交流した。彼らの日本に対する熱意は相

暑ど翼員蕗 軽 鮎 縛 鹸
品脅fそうすli「忌号号を:練 暑覇R鞠 り

流が少ないので、今後も相互交流が増えれば良祈蘇塚麓 昆金 予

生はまだまだ 日本人との交

察す耀陸鋸劉号態鎗蘇欝ン惜縮鶏盟合
して今後海南島。新彊 上海 Jヒ京での成果を結!
を整える。日本の最高学府として参力lすべきだと
教授、学生、国際部、理事、できれば総長が参力「
結の道東京大学学生会は、中国に対して豊富で多様なアプローチをすることができる。今後も

高い志を持って、東京大学 ,日本・東アジアのために活動してゅく。


